
長崎県

地場産業を活性化 !新しいサービスを創造 !

クラウド (雲 )から注ぐ雨で

アイデアの芽を育てよう !

官民協働クラウド
サービス



長崎県官民協働クラウドとは･･･？

クラウドとは「雲」のこと。ネットワー
クを図示する際、雲状の絵を使う場合が
多いことから、こう表現されるようにな
りました。
クラウドサービスは、インターネット経
由でリアルタイムに提供される一連の
サービスや技術のことです。

長崎県官民協働クラウドとは、長崎県が独自に構築したク
ラウドで、県や市町（官）だけでなく、地場IT企業や大学な
ど（民）も共同で、様々な用途に利用できるクラウドサー
ビスのことです。
まさに官民協働を促進する「箱」として機能します。

※長崎県官民協働クラウドは、平成29年12月に完成した新県庁舎の
中に構築しています。
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長崎県官民協働クラウドのメリット

独自に設備を準備
するには、多額の
費用がかかる

設備の準備に時間
がかかり、すぐに
始められない

設備のセキュリ
ティや保守が
不安だ

設備（システムやサーバ）を購入する必要がない
ので、コストを削減できる

県庁舎の設備を利用するので、セキュ
リティや保守も安心

独自に設備を準備するよりも、格段に早く、サー
ビスを利用開始することができる

設備の問題に悩まされることなく、開発
や研究に集中することができる
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長崎県官民協働クラウドの利用目的

長崎県内でのICT活用の促進、地場企業の活性化、官民デー
タ・ビッグデータを活用した産学金官連携のアプリケーショ
ン開発などを推進することを目的としています。

長崎県官民協働クラウドを利用できる用途は、次の３つに区
分されます。

新たなビジネスモデル創出のためのイノベー
ションプラットフォーム

地場産業振興に寄与するアプリケーション開発
〔ＩＣＴ人材育成を含む〕

ビッグデータ活用基盤

オープンデータを活用した住民向けアプリケーション
の開発など

〔例〕

分析した観光ビッグデータの公開基盤など

漁海況情報可視化アプリケーションの開発など

〔例〕

〔例〕
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具体的な事例について
は、Ｐ７以降で紹介し
ています。



サービス内容

長崎県官民協働クラウドの利用イメージを下図に示します。
利用者は、県の提供するクラウド基盤の上に、自由にアプリ
ケーションを構築し、運営することができます。

基本的なサービス項目

仮想サーバの利用 ストレージ領域の利用

グローバルIPアドレスの利用

Web管理画面の利用

DNSサーバの利用

認証サービスの利用

ロードバランサーの利用

バックアップ機能の利用
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利用料金 サービスの利用料は、原則として無料です。
※ただし、収益を目的とした利用（商用利用）の場合は、有料となる場合が
あります。



利用対象者とサービス利用の流れ

長崎県官民協働クラウドの利用対象者は、原則として、
「長崎県情報産業協会」からご紹介をいただける地場企業の方、
県内市町または県の関係団体となります。

利用対象者

利用の流れ

利用希望者は、県へ利用申請書を提出します。どんなことにク
ラウドを活用したいのか、事業やアイデアをご提案ください。
その後、県は内容を審査し、採用または不採用の結果を利用希
望者に通知します。
採用された場合は、県の指示に従って、クラウドサービスを利
用開始します。

長崎県利用希望者 ①利用申請

④利用開始(※2)

③審査結果通知

②申請内容
の審査(※1)

採用の場合

(※1)県の審査については、外部有識者の意見を徴し、参考とする場合
があります。
(※2)利用期間は、利用開始日～３月末迄です。更新には改めて手続き
が必要となります。

ここでは、おおまかな概要を説明してい
ます。詳細については、パンフレット裏
面の問合せ先までご連絡ください。
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活用事例紹介

長崎県官民協働クラウドを利用している（利用予定を含む）
事例を紹介します。
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※掲載内容は、平成30年4月時点のものになります。



活用事例紹介

長崎県官民協働クラウドを利用している（利用予定を含む）
事例を紹介します。
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活用事例紹介

長崎県官民協働クラウドを利用している（利用予定を含む）
事例を紹介します。
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問合せ先

長崎県総務部情報政策課地域情報化推進班
TEL:(代表)095-824-1111(直通)095-895-2230
E-mail:s01290@pref.nagasaki.lg.jp


